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児
童
手
当
は
、
一
定
の
所
得
内
で
、

小
学
校
６
年
修
了
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
３
歳
未
満
の
児
童
の
手
当
額
は
一

律
１
万
円
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
手

当
額
は
第
１
子
・
２
子
の
場
合
５
千
円
、

第
３
子
以
降
は
１
万
円
で
す
。

▼
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。
こ
れ
は
、
毎

年
６
月
１
日
の
状
況
を
記
載
し
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
で
す
。

　
こ
の
現
況
届
の
提
出
が
な
け
れ
ば
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
が
必
要
な
受
給
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
５
月
末
日
に
現
況
届
の
用

紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
期
限
内
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

 

現
在
、
所
得
制
限
や
未
請
求
な
ど
で

手
当
を
受
け
て
お
ら
ず
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限
　
６
月
30
日
（
火
）

▽
受
付
時
間
　

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
記
入
漏
れ
や
添
付
書
類
不
足
な
ど
　 

　
が
あ
る
場
合
は
、
再
度
提
出
が
必
　

　
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
子
育
て
支
援
課

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

５
９
４
７

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
本
市
で
は
、
瀬
戸
内
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
「
提
供
会
員
」
ま
た
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

生
活
支
援
事
業
の
「
家
庭
生
活
支
援
員
」
を
養
成
す

る
た
め
に
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

▽
開
催
時
期
　
６
月
25
日
（
木
）
〜
７
月
29
日
（
水
）

▽
受
講
時
間
　
27
時
間

※
前
ペ
ー
ジ
の
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
カ
リ
　

　
キ
ュ
ラ
ム
参
照

▽
対
象
　
市
内
在
住
か
周
辺
地
域
の
人

　
　
　
　
・
保
育
士
な
ど
の
資
格
を
持
つ
人

　
　
　
　
・
子
育
て
経
験
を
生
か
し
、
保
育
活
動
を

　
　
　
　
　
し
た
い
と
思
う
人

　
　
　
　
　
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、全
日
程
受
講
後
、保

　
　
　
　
　
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
で
き
る
人

▽
場
所
　
講
義
―
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　
　
　
　
実
習
―
邑
久
保
育
園
・
福
田
保
育
園
・
長

　
　
　
　
船
東
保
育
園
・
長
船
西
保
育
園

▽
内
容
　
前
ペ
ー
ジ
の
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
　
　
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
参
照

▽
受
講
料
　
無
料

▽
教
材
費
　
５
０
０
円
（
幼
児
安
全
法
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
給
食
費
　
２
３
８
円

▽
定
員
　
30
人

　
保
育
士
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
、
育
児
の
経
験
が

あ
る
人
で
、
そ
の
資
格
や
経
験
を
子
育
て
支
援
に
生

か
し
た
い
と
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
い
る
熱
意
の
あ
る

人
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
参
加
希
望
の
人
は
、

６
月
16
日
（
火
）
ま
で
に
市
子
育
て
支
援
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
詳
細
な
資
料
を
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
子
育
て
支
援
課

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

５
９
４
７

●
瀬
戸
内
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
は

　
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
「
依
頼
会
員
」
と
、

援
助
が
で
き
る
日
時
に
子
育
て
の
手
助
け
が
で

き
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
提
供
会
員
」
と

の
相
互
援
助
の
橋
渡
し
を
す
る
役
割
を
担
い
ま

す
。
提
供
会
員
は
、
学
校
な
ど
が
休
み
の
と
き

の
援
助
や
保
育
園
・
幼
稚
園
の
送
迎
な
ど
の
依

頼
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
生
活
支
援
事
業
と
は

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
親
が
修
学
や
病
気
な
ど

の
事
由
に
よ
っ
て
、
家
事
・
育
児
な
ど
の
支
援

を
必
要
と
す
る
場
合
、
市
が
家
庭
生
活
支
援
員

を
派
遣
す
る
事
業
で
す
。
家
事
援
助
は
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
３
級
以
上
資
格
者
、
育
児
援
助
は
、

定
め
ら
れ
た
研
修
を
受
講
し
登
録
し
た
人
を
派

遣
し
ま
す
。

参
加
者
募
集

〜
保
育
士
さ
ん
や
育
児
経
験
者
で

　
育
児
の
援
助
を
し
た
い
人
を
募
集
し
ま
す
〜

児
童
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ん

現
況
届
は
６
月
中
に
手
続
き
を

保育サポーター養成講座　カリキュラム
月　日回 時　間 内　　容 講　　師

6月25日（木）

6月30日（火）

7月9日（木）

7月10日（金）

7月17日（金）

7月21日（火）

～27日(月）

7月29日（水）

１

２

３

４

５

６

７

午前9時30分～10時

午前11時30分～正午

午後1～4時

午後1～3時

午前9時～正午

午後1～4時

午後1～5時

午前11時30分～正午

午前9時30分～

　午後1時

午前9時30分～

　10時30分

午前10時30分～

　11時30分

午前9時30分～
　午後0時30分

午前10～11時30分

講義「岡山県の次世代育成支援

対策について～子どもを健やかに

生み育てる環境づくりのために～」

開講・オリエンテーション

講義「子どもの食生活と健康管理」

講義「子どものかかりやすい病気

とその特徴」

講義及び実習「子どもにとっての

遊びと遊ばせ方」

保育実習（見学・実習）

※4保育園のいずれかで実施

保育サポーターとしてスタートする

ために

体験発表

瀬戸内市

保育サポーター2人

まとめ・閉講

講義及び実習（幼児安全法）

①病気の子どもの世話

②緊急時の対応と応急処置

市保育士（邑久保育園・

福田保育園・長船東保育

園・長船西保育園）

元市立保育園長

　蟻正博美さん

市栄養士

瀬戸内市

瀬戸内市

岡山県中央児童相談所

児童心理司

日本赤十字社岡山県支部

幼児安全法指導員

日本赤十字社岡山県支部

小児科部長 楢原幸二さん

岡山県保健福祉部

　子育て支援課

　副参事　竹田人士さん

講義「学童期の発達とかかわり方」

瀬戸内市の子育て支援施策・事業

講義「乳幼児期の発達とかかわり方」
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